
 労働争議（ストライキ）によって、中国に進出している日本の自動車メーカーの

工場が操業停止となるニュースが相次いでいます。自動車メーカーのホンダの部品

製造工場でストライキが発生し、完成車を生産する中国の工場が操業停止となった

ほか、広州にあるトヨタ自動車の工場でも、部品メーカーであるデンソーのストラ

イキの影響で操業が止まりました。 

 中国政府は来年から始まる次の5ヵ年計画（2011年―2015年）に、労働者の

賃金を現在の2倍に増やす｢所得倍増計画｣を盛り込むことを検討しています。しか

し、中国政府は内需拡大に役立つ賃金上昇を容認しているため、今回のストライキ

が象徴するように、労働者の所得増加の動きは加速しています。 

 中国は長い間、労働者の低賃金を背景に製品を供給することで、「世界の工場」

の役割を果たしてきました。今後は、労働者の賃金が上昇し、中間所得層が拡大す

れば「世界の消費市場」としての魅力が高まることが予想されます。中国元の上昇

に加えて、賃金が上昇することで、中国でモノを生産する日本企業が中国以外の国

に生産拠点を移したり、中国でモノを販売する日本企業が利益を上げる、といった

ニュースが増えそうです。 
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中国元の為替の動きをウェブサイト「グローバルマップ」でチェック www.gsam.co.jp  

出所：National Bureau of Statistics of China のデータを基にGSAMが算出。 
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